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はしご、脚立事故に注意 転倒、5年で200件

◇ハウス、トイレの積み下ろし作業時は、転落に注意しましょう◇

２０１６／８／２５ １９：３３

製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）は２５日、はしごや脚立から落ちて転倒する事故が今年３月までの５年間に全国で

２０８件あったと明らかにし、注意を呼び掛けた。立てる際の角度が急過ぎたり、緩やか過ぎたりといった誤った

使い方や不注意による事故が約７割の１４３件に上った。

ＮＩＴＥによると、事故の内訳は脚立１６２件、はしご４６件。ほとんどのケースでけがをしており、重傷は脚立８０件

、はしご１４件。死亡事故は２件で、いずれもはしごからの転落だった。高い場所の掃除や庭木の刈り込みなどで

使う機会が増える秋から年末にかけて事故が増える傾向にあるという。

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

交差点進入時は･･･

●交差点には、必ず｢人」や「自転車」や「車」がいる

●相手は「避けない」、「止まらない」･･･かもしれない

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

子ども３人死亡、飲酒運転事故から１０年

悲惨な思いを二度と繰り返してはならない

（２０１６／０８／２５ １２：３８）

福岡県で、幼い３人の命が奪われた飲酒運転事故から、２５日で１０年になった。「海の中道大橋」には、今

も花が手向けられ、２５日朝も、手を合わせる人の姿が見られた。１０年前の８月２５日、海の中道大橋では、

飲酒運転の車に追突された車が海に転落し、幼い３人が死亡。事故を起こした男は当時、市の職員だった。市長

「この飲酒運転だけは絶対に風化をさせてはならないし、あの悲惨な思いを二度と繰り返してはならない」

３人の父親は、事故から１０年を受け、「事故直後に現場から逃げずに救助活動をしてくれていれば、子ども

が３人も死なずにすんだのではないかと悔やまれます」などとするコメントを発表した。

福岡県内では１０年前に比べ、飲酒運転による事故が４分の１程度に減少しているが、去年は５年ぶりに増加

に転じた。２４日夜から２５日朝にかけても、飲酒運転に絡み、２人が逮捕されている。

酒気帯び容疑で、トラック運転手逮捕

軽乗用車に追突、前方の2台巻き込む玉突き事故

２０１６年０８月２５日 ０９時５０分

警察は２４日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、トラック運転の容疑者（４５）を現行犯逮捕した。逮捕容

疑は２４日午前１１時ごろ、佐賀県の国道で、酒気を帯びた状態で中型トラックを運転した疑い。同署によると

、中型トラックが軽乗用車に追突、その前方の２台も巻き込む玉突き事故を起こし、軽乗用車の３０代女性が入

院を要するけがをした。容疑者からは呼気１リットル中０．８５ミリグラムのアルコールが検出された。京都府

の運送会社に帰る途中だったという。

信号交差点 市バスと衝突、自転車の男性負傷

市バス側の信号が・・・「青信号」

◇交差点 自転車は止まらないかも知れません・・・徐行しましょう◇

２０１６年８月２６日（金）０時８分

２５日午後１時５０分ごろ、名古屋市の信号のある交差点で、市営バスと、横断歩道を渡ろうとした自転車が

衝突する事故がありました。この事故で、自転車に乗っていた８２歳の男性が、鎖骨を折る大けがをしました。

市営バスに乗っていた約１５人の客にけがはありませんでした。目撃者などによりますと、当時、市営バス側の

信号が青色だったということで、警察が事故の原因を詳しく調べています。

住宅街 「前をよく見ていなかった」

ひき逃げの疑いで６８歳男を逮捕

複数の防犯カメラに、車から降りて車体の前方を確認する容疑者の姿が映っていた

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６／０８／２５ １６：０１

２４日、大阪府の住宅街で７４歳の男性が車にひき逃げされ死亡した事件で、警察は近くに住む６８歳の自営

業の男を逮捕しました。警察によりますと、容疑者は２４日午前１０時すぎ車を運転中、近くに住む無職の男性

（７４）をはねて死亡させ、そのまま逃げた疑いが持たれています。事件直後、現場近くの複数の防犯カメラに

車から降りて車体の前方を確認する容疑者の姿が映っていたということです。容疑者は「前をよく見ていなかっ

た。歩行者とぶつかる事故を起こして逃げてしまった」と容疑を認めているということです。


